
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 4 年度 文部科学省・栃木県教育委員会・益子町教育委員会 人権教育研究推進校 

 益子町立益子小学校 
 

研究テーマ：豊かな人間性や自尊感情を育成する人権教育 
～互いの違いやよさを認め合い、相手の気持ちを考えて行動できる児童の育成～（第 1 年次） 

「栃木県教育振興基本方針２０２５－教育ビジョンとちぎ－」の基本施策の一つに「人権教育尊重の精神を育む教

育の充実」が位置付けられている。義務教育段階の学校教育における人権教育は「豊かな人間性や自尊感情を育

成するとともに、人権の意義及びその尊重と共存の重要性に気付き、差別のない望ましい人間関係を確立することに

努める態度を育てる。」をねらいとしている。 

 

益子町では、第３期ましこ未来計画において、まちの将来像を「幸せな協働体（共同体）・ましこ」とし、学校教育目

標の１つに、「しんせつで温かい人（徳）」を掲げ、個人の人権を尊重し、互いに敬愛し、規律と礼儀を重んじる正義感

の強い児童生徒の育成を目指している。 

 

本校は、明るく素直で学習に真面目に取り組むことができる児童が多い。しかし、県の調査によると、「家の人は、あ

なたが褒めてもらいたいことを褒めてくれる」「自分は家族の大切な一員だと思う」「先生は学習のことについて褒め

てくれる」「自分はクラスの人の役に立っていると思う」「自分には、よいところがあると思う」「自分の行動や発言に自

信をもっている」「クラスは発言しやすい雰囲気である」という項目で県平均を下回っており、 

一人一人の自尊感情を高め、互いの違いやよさを認め合える人間関係づくりや学習活動、環境整備が必要であると

考え、本テーマを設定した。 

研究テーマを設定した目的 

学習活動づくり 人間関係づくり 環境づくり

・人権尊重の視点に立

った授業づくり

・直接的指導、間接的

指導の工夫

・道徳教育の充実

・外国人の人権に関わ

る活動の充実

・他者を尊重する学習

規律の育成

・情報教育

・外部講師による人権

学習の実施

・基底的指導の充実

・学級・学年における

人権感覚を高める活動

の充実

・異学年・縦割り班による

交流活動（共遊の時間）

の充実

・外国人や高齢者、障害

者とのふれあい活動（ボ

ランティア活動、自然体

験活動）

・児童会主催による活動

の充実

・カリキュラムマネジメント

の実施

・人権感覚を育む環境整

備（人権コーナーの設

置）

・教師自身の人権意識に

関する資質を高めるため

の研修

・家庭・地域との関連を

図った取組や広報活動

・悩み相談の充実

【実践内容】互いの違いやよさを認め合い、

相手の気持ちを考えて行動できる

研究の基本構想 

低学年部会 中学年部会 高学年部会

推進体制と実践方法

授業研究部 環境教育部 啓発・調査部
○年間指導計画の見直し

○校内共通のマニュアル・

　　チェックリストの作成

○出前授業の実施

○研究授業の実践

○学習環境の整備

  人権コーナーの設置

　掲示物のルール確認

○言語環境の整備

 　ルール・マニュアルの検討

　　掲示

○職員研修の実施

○学校だより、学年だより、

　　学級だより等の作成

○アンケートの作成、実施、

　　集計、分析

校　長

栃木県教育委員会

芳賀教育事務所

益子町教育委員会

PTA

学校評議委員等

教頭

人権教育推進委員会



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取り組んだ人権課題の実践例（１） 

子どもの人権 ５年 総合的な学習の時間 
   

目標・人権教育のねらい 工夫した点 

・茨城県ユニセフ協会によるワークショップを体験することで、ユニセフの活動

や SDGs などについての理解を深める。 

・貧困や戦争などがもとで起きている人権問題、特に児童労働や未就学、病

気などについて、活動を通してその問題点に気付く。 

・話合いを通して、問題解決に向けた手立てを考えるきっかけとする。 

・ワークショップ型の活動とすることで、多様な意見が出されるようにした。 

・意見は付箋に書いて掲示し、どんな意見でも認め合う雰囲気の中で活動

した。 

・茨城県ユニセフ協会のスタッフの方々に来校いただき、活動を実施した。

絵本の読み聞かせやグループ活動の進行、資料の説明などを実施してい

ただいた。 

月 会議・調査等 授業実践 職員研修等 保護者への啓発 

４月 研究推進会議   ホームページ・各種便り 

５月 研究推進会議  校内人権研修会 人権教育研修会 

６月 HYPER Q-U 調査 

第１回児童意識調査 

   

７月 HYPER Q-U 結果分析   個人懇談 

８月 研究推進会議  校内人権研修会  

９月  指導案検討会   

１０月  出前授業（ユニセフ） 道徳示範授業（中山先生） 

先進校視察（黒磯小） 

人権だより 

１１月  第１回授業研究会 研究発表会への参加  

１２月 第２回児童意識調査 出前授業（アイヌ）   

１月  指導案検討会   

２月 研究推進会議 第２回授業研究会 

高齢者施設との交流 

 人権だより 

３月 研究推進会議   PTA広報誌 

研究の実際 

取り組んだ人権課題 

・子ども 
・女性 
・高齢者 

・障害者 
・同和問題 
・アイヌの人々 

・外国人 
・インターネット 
・性的指向、性自認 



 

取り組んだ人権課題の実践例（２） 

障害者 ４年 総合的な学習の時間 
   

目標・人権教育のねらい 工夫した点 

・人々が支え合う仕組みや地域のために働くことの意義等に気付く。 

・地域の様々な人の視点から地域を見つめることで課題を見付け、情報を収集し，
自分たちにできることを考えて発信したり、実践したりすることができる。 

・「働く」ことや「自分らしく生きる」ことが希望や夢をもって生きていくことにつなが

ることに気付き、人のために役立つことを実践しようとする。 

・車いす、アイマスクなどの体験活動を通して、障害があることの不自 

由さや生活していく上での工夫について実感できるようにした。 
・益子町社会福祉協議会の方に来校いただき、体験活動を実施し
た。 

取り組んだ人権課題の実践例（３） 

アイヌの人々 ６年 社会科 
   

目標・人権教育のねらい 工夫した点 

・アイヌ民族の歴史や、差別について知る。 
・アイヌの文化に触れ、身近に感じるとともに、私たちの文化とアイヌの文化両方
を大切にしていこうとする態度を育てる。 

・教科書では短い文章で触れられているだけなので、実際に多くの資料
や実際の道具などを用意していただき、実感を伴った理解が図れるよう
にした。 

・宇都宮大学地域デザイン科学部、若園雄志郎准教授およびアシスタン
トとしてボランティアの学生に来校いただき、指導していただいた。 

取り組んだ人権課題の実践例（４） 

同和問題 ６年 社会科 
   

目標・人権教育のねらい 工夫した点 

・渋染一揆の目的や経緯について理解する。 
・厳しい差別を受けた人々の思いや願いを考えることができる。 
・差別に苦しみながらも、優れた技術で社会を支えてきた人々や、勇気をもって差

別に立ち向かった人々の思いや願い、生き方について考える。 

・差別されてきた人々の功績について取り上げ、優れた技術によって社
会に貢献してきたことを理解できるようにした。 

・不当な命令の取り下げを求めて立ち上がった人々の思いや願いを考

えることができるようにした。 
・事前に斉藤隆介作「ベロ出しチョンマ」の読み聞かせを行い、一揆を
企てた者への処罰の厳しさが実感できるようにした。 



 

 

取り組んだ人権課題の実践例（５） 

外国人 ２年・４年 道徳科 
   

目標・人権教育のねらい 工夫した点 

・他の国の人々とも心が通じ合うことのうれしさに気付き、他の国の人たちと進んで親

しくしようとする態度を育てる。 

・他の国には日本と違う生活や文化があることを知り、それらの意味を理解し、他の国

の伝統や文化に関心を持って親しもうとする態度を育てる。 

・これまでに学習した同じ価値項目の教材を示すことで、振り返り、

学びを生かした学習活動が展開できるようにした。 

・登場人物の立場に立つことで、自分ごととして課題を捉え、思考を

深めることができた。 

取り組んだ人権課題の実践例（６） 

インターネット ３年 学級活動 
   

目標・人権教育のねらい 工夫した点 

・インターネットを使う上で守らなければならない決まりを理解し、インターネットの適切

な活用方法を理解する。 

・相手を傷つけたり、迷惑をかけたりしないよう考えながらインターネットを使おうとする

態度を育てる。 

・情報発信者、受信者双方の立場に立って考えるようにすること

で、共感的に理解できるようにした。 

・実践カードを活用し、継続して自己評価を行ったり、必要に応じ

てめあての見直しを行ったりできるようにした。 

取り組んだ人権課題の実践例（７） 

性的指向・性自認 全学年 特別活動（集会活動） 
   

目標・人権教育のねらい 工夫した点 

・人権週間に合わせて集会（ミニ・フィルムフォーラム）を行うこと
で、豊かな人間性や自尊感情を育てる。 

・性的マイノリティについて考え、差別のないよりよい人間関係を醸

成することに努める態度を育てる。 

・フィルムフォーラムとすることで、コロナ禍でも大人数が集まることなく、学級ごと、都合
のよい時間に集会が行えるようにした。 

・色の好みという子どもたちにとって身近なテーマを設定し、自分事として考えることが

できるようにした。 
・男性教師がピンク色が好きであることを伝え、安心して好きな色を選べるようにした。 



 

 

授業研究部の取組 

年間指導計画の見直し 校内共通マニュアルの作成 研究授業の実施 

 

 

 

環境教育部の取組 

学習環境の整備 言語環境の整備 

 

 

人権チェックリスト 

グループ学習マニュアル ４年 道徳科 

５年 算数科 

話し方・聞き方のルール 
人権コーナー 人権宣言・標語 

教室掲示より 

道徳科、学級活動、総合的な

学習の時間を中心に系統性

の確認を行った 



 

 
 

 

栃木県芳賀郡益子町立益子小学校 〒321-4217 栃木県芳賀郡益子町益子 4665 番地  TEL：0285-72-2014  FAX：0285-72-2768 

啓発・調査部の取組 

研修の実施 人権だよりなどの作成 アンケートの作成・分析 

 

 

 

研
究
の
成
果 

○いじめについては６月の調査で 95.5％、12 月の調査で 96.7％の児童がいけないことだと回答した。「友達や家族の気持ちを

考えて生活しているか」という問いでも、肯定群が６月の調査で 93.7％、12 月の調査で 96.7％となった。 

○２回のアンケート結果を比較したところ、設問「自分にはよいところがある」「友達や家族、先生から認められている」について増

加が見られた。「やさしい話し方・聞き方」の指導を行い、教職員も人権に配慮した言葉かけ等を心掛けてきたことで、子どもたち

の自尊感情が育ってきたことがうかがわれる。 

○同アンケートの設問「困っている人がいたら声をかけたり解決するために行動したりしている」「よりよいクラスや学校にするため

に友達や先生と協力して行動している」については 6 月の 92.0％から 12 月は 95.3%へと増加している。課題解決的な学習

や体験活動を通して、身の回りの問題を解決していこうという意識は高まりつつある。 

○年間指導計画の見直しによって計画的に指導にあたることができた。校内共通マニュアルやチェックリストなども活用することで、

ベテランから経験の浅い教職員まで人権を意識した指導をすることができた。 

○出前授業や人権週間等の活動を通して、子どもたちが人権について考える機会を設定することができた。問題を捉え、その解決

に向けて自分にできることを考え、実践しようとする様子が見られた。 

○外国人の人権については「日本や世界には様々な人権問題があることを知っている」という問いに対し増加が見られた。出前授

業や交流活動等、様々な活動によって、特に世界の人権問題について知る機会となった。 

○啓発調査部の調査結果から授業研究部が授業で取り組む人権的視点を洗い出し、チェックリストを作成したり、授業研究部が

中心となって実践した内容を環境整備部が掲示したりするなど、３部会が連携して取り組むことで効果的・効率的に活動に取り

組むことができた。 

○学校ホームページや人権便り等による啓発を行った。 

今
後
の
課
題 

▲県学習状況調査質問紙の結果から予想していたとおり、児童アンケートの結果から自尊感情が低いことがわかった。また、友達・

家族・教師などから認められていると感じている割合も低かった。 

▲いじめについてはほとんどの児童がいけないことだと回答している。しかし、月ごとに実施しているいじめアンケートでは問題とな

る行動が見られ、いじめはよくないと思ってはいるがなくそうという行動には移せていない現状が見られる。 

▲hyper-QU 調査の結果、学校生活満足群に属する児童の割合が６割を超えた学級は４学級であり、学校全体では 52.6％の児

童にとどまった。よりよい学級づくりに向けたさらなる手立てが必要である。 

▲授業研修会の指導助言の中で、学校全体として基底的指導の充実を図る必要があることを指摘いただいた。 

▲来年度の課題として、研究の成果を校内にとどめることなく、研究発表会等を行い、広く普及に努めることを考えている。 

研究の成果と今後の課題 

 

人権だよりの発行 児童意識アンケートの実施 

結果分析により変容を検証 

研修会（職員・保護者） 

授業研究会 


